
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































62 楊曾文「《神會塔銘》和《慧堅碑銘》的注釋」（『佛學硏究』 7 、1998年）
32-33頁、また、冉雲華「《唐故招聖寺大德慧堅禪師碑》考」（『中華佛學學報』
第 7 期、1994年）106-107頁を參照。
63『全唐文』610。
64 前揭『敦煌新本六祖壇經』16頁。
65 前揭『敦煌新本六祖壇經』47頁。
‒ 44 ‒
66 程正「『大乘開心顯性頓悟眞宗論』の依據文獻について」（『駒澤大學佛教學
部硏究紀要』69、2011年）を參照。
67『大乘開心顯性頓悟眞宗論』を南北融和を說く文獻と見做した最初は香港の
饒宗頤氏の「神會門下摩訶衍之入藏兼論禪門南北宗之調和問題」（『香港大
學50週年紀念論文集』 1 、1964年）であろう。この論文は、今日の眼から
見ると、摩訶衍の位置づけ、惠光の實在性等、種々の問題を含んでいるが、
先驅的な問題提起を行ったという點で、その炯眼は稱讚に價する。
68 前揭「『念佛三昧寶王論』に見る禪の動向」139頁。
69 前揭「『念佛三昧寶王論』に見る禪の動向」132-135頁。
70 前揭「『念佛三昧寶王論』に見る禪の動向」138-139頁。
